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Completed (Fiscal Year 2006)
Budget Amount *help
¥3,300,000 (Direct Cost: ¥3,300,000)
Fiscal Year 2006: ¥500,000 (Direct Cost: ¥500,000) 
Fiscal Year 2005: ¥2,800,000 (Direct Cost: ¥2,800,000)
Keywords
⾻粗鬆症 / 脊椎 / 圧迫⾻折 / 有限要素解析
Research Abstract
⾻粗鬆症脊椎における⾻折の発⽣機序をコンピュータシミュレーションにより⽣体⼒学的に検討した.すなわち,CT撮影した脊椎のデジタルデータから,コンピュータ上で3次元モデルを作
成して有限要素解析を⾏った.⼥性4⼈を対象とし,全症例に対し⼆重エネルギーX線吸収測定法を⽤いてL1の⾻密度を測定した.症例A, B, C, Dの若年成⼈平均値(young adult mean)は順
に98%,75%,63%,46%であった.それぞれの症例に対してL1をCT撮影し,その画像データをもとにMechanical Finder^<TM>を⽤いて有限要素モデルを作成した.L1椎体下縁を完全拘束
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2006[Journal Article] ⾻粗鬆症性脊椎圧迫⾻折の発⽣機序 -有限要素解析による⽣体⼒学的検討- 
